
距離女子クラシカルで優勝

「ねっか」焼酎の製造を始める
只見の米でご当地焼酎

南会津高校１年「山内花さん（二軒在家）」

只見毎日杯Ｇスラローム大会
　今年で４４回目となる「只見毎日杯ジャイアントスラローム
大会」（只見町、町スキー協会、毎日新聞社共催）が１月２９
日、只見スキー場で開かれ町内外から６７名の選手が参加し
ました。
　今回から従来の競技種目より７増の２０種目で行われ、小
学１年生男女を対象にスタート位置を下げた「キッズチャレン
ジ」を新設したほか、６０歳以上のシニア男子を年齢に応じ
て５種目に分けるなど、幅広い年齢層に対応した大会を実施
し、最高齢８０歳の方が参加されました。大会では只見町の
選手「小学女子２部／鈴木来菜さん」と「成年男子４部／目
黒正さん」が優勝する活躍を見せ、大会は大いに盛り上がり
ました。

　南会津高校１年生の山内花さん（二軒在家）が、下記スキー大
会のクロスカントリー競技において、優勝を果たしました。
　只見中学校時代はバレーボール部に所属し、スキーは特設部
で取り組んでいた山内さんですが、中学３年生の時に県中学体育
大会フリー・クラシカル競技で優勝し、その後行われた東北大会
で４位入賞、全国大会、国体など大舞台を経験し、高校から本格
的にスキーに専念することを決め、今回優勝という結果を収めま
した。今後行われる全国大会などでの活躍が期待されます。

　１月３１日、地元農家など５名で設立した合同会社「ねっか」の
皆さんが、焼酎製造を始める報告で菅家町長を訪問されました。
ねっかは、町産の米を使って焼酎を製造し、地域の活性化につな
げようと昨年７月に発足しました。梁取の空き家を改修して製造拠
点を設け、地元の特産品を原料にすることなどを条件とした国税
庁の「特産品しょうちゅう製造免許」を１月２４日に県内で初めて取
得し、４月１７日からの販売開始を目指します。代表の脇坂斉弘さ
んは「焼酎を保存する樽も地元産の木材で作り、焼酎ラベルも只

見出身の中野李央くんにお願いした」と焼酎の材料から関わる人まで全て地元にこだわっていると話されました。今
後、町の雪まつりで試飲ができるよう準備を進めて行きます。

新種目を増設！只見町の選手活躍！

▲ポール際を攻める目黒さん（左）と鈴木さん（右）

◀▲（写真提供／福島民友新聞社）
　　県総体スキー距離クラシカル

で大会２連覇を果たした山内
さん。おめでとうございます！

◆第６２回県高校体育大会スキー競技クロスカントリー
　距離女子クラシカル（５km）／優勝
◆第６９回県総合体育大会クロスカントリー競技
　少年女子５km／優勝（２連覇）

▲優勝した只見スキーチームの目黒さん（左）と只見町ス
キースポーツ少年団の鈴木さん（右）

▲菅家町長（中）へ報告した脇坂斉弘さん（中右）、山内征
久さん（中左）、馬場由人さん（右）、目黒大輔さん（左）



皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
総務課 　　82ー5210　Fax 82ー2117  町の話題

委員に渡部茂氏が任命
只見町固定資産評価審査委員会

　１月１０日、町役場において「只見町固定資産評価審
査委員会委員の辞令交付式」が行われ、菅家町長から渡
部茂さん（只見）に辞令書が手渡されました。渡部さんの
任期は前任者の残任期間となり、平成２８年１２月２２日
～平成２９年９月３０日までとなります。また、固定資産
評価委員会は全体で３名体制であり、現任の本名保美さ
ん（黒谷）と舟木和一（小林）さんと共に、委員の職務にあ
たります。

世代間交流「かるた大会」初開催
只見自慢かるたで熱戦!!

　１月２１日、朝日振興センターで只見自慢かるたを使っ
た「かるた大会」が初開催され、町内の大人や子ども約４０
名が参加しました。
　この大会は世代間交流を目的に教育委員会が主催し、
人材育成ダイヤモンドプラン４期生が３年前に作成した手
作りの「只見自慢かるた」を使って行われました。
　大会では４期生の皆さんが札を読み、参加者は勢いよく
札に手を伸ばしていました。

▲辞令書を手にする渡部茂さん（左）と手渡した菅家町長（右）
▲自然・文化など只見の特徴が描かれた「只見自慢カルタ」を使
って行われたカルタ大会

蚕養万歳と早乙女踊りで新年祝う
梁取地区の伝統行事

　１月７日、梁取地区で新年を祝う歌舞「蚕養万歳」と、
五穀豊穣・御家内安全等を祈願する「梁取早乙女踊り」
が行われました。
　この伝統行事は地域の子どもから大人まで参加し、梁
取集会施設でお披露目を行った後、集落内の家を巡りま
す。巡る家は、区長や班長宅、厄年、新築、婚礼のあった
家などとなっており、今年は６軒を巡り新年を祝いまし
た。

未就学児向けスキー教室
スノースポーツの楽しさ伝える

　明和自治振興会と明和振興センターが主催する「未就
学児スキー教室」が、１月の日曜日（全４回）に南郷スキー
場で開かれ、明和保育所さくら組の児童８名が参加しまし
た。
　参加した子供たちは、リフトの乗り方やスキーの滑り方
など基本を学んだ他、おやつ拾いなどを行い雪の楽しさを
体験しました。

▲早乙女踊りに先立って行われる蚕養万歳 ▲インストラクターからスキーの基本を学ぶ児童

こがいまんざい


